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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 34,608 90.5 4,673 ― 3,699 ― 3,733 ―
22年3月期第3四半期 18,168 △54.1 △2,601 ― △2,964 ― △4,517 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 90.58 90.49
22年3月期第3四半期 △111.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 74,672 42,825 57.2 1,035.93
22年3月期 69,485 39,050 56.0 944.06

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  42,698百万円 22年3月期  38,904百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 5.00 ―
23年3月期 

（予想） 5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,000 56.2 6,000 ― 5,000 ― 4,800 ― 116.46



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において．金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信(添付資料)3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 41,249,481株 22年3月期  41,241,081株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  31,893株 22年3月期  31,599株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 41,213,104株 22年3月期3Q 40,343,733株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結累計期間の内外経済情勢は、中国・インドなど新興国の内需拡大による高い経済

成長や米国における個人消費の増加等に牽引され、総じて緩やかな回復基調を辿りました。一方で、

日米欧における雇用問題、米国不動産市場の回復の遅れ、欧州における財政赤字問題、日本における

円高の影響などの課題を引き続き抱え、期後半には新興国でインフレ懸念の高まりによる金融引き締

めに転じる動きが表面化するなど、先行き不透明感を払拭するには至りませんでした。 

半導体関連市場においては、スマートフォン（高機能携帯電話）やタブレットＰＣの急拡大、産業

機器や通信インフラ機器、自動車関連半導体デバイスの堅調な需要などにより、半導体メーカーの設

備投資も堅調に推移しました。しかし期後半にはＰＣやテレビなどデジタル家電の減速や、汎用 DRAM

価格の下落などもあって、投資に一服感が見られました。 

計測機器事業の主要ユーザーである自動車関連業界や工作機械業界においては、中国等アジア新興

国主体に市況が堅調に推移、北米でも回復の兆しが見られ、設備投資も回復を続けております。 

このような状況の中で当第 3 四半期連結累計期間の連結業績は、売上高 346 億 8 百万円（前年同期

比90.5％増）、営業利益46億 73百万円(前年同期は△26億 1百万円)、経常利益36億 99百万円(前年

同期は△29億64百万円)となりました。 

三鷹旧本社売却に伴う特別利益 8 億 72 百万円、投資有価証券評価損 4 億 53 百万円を計上した結果、

税引前四半期純利益は 41 億 34 百万円(前年同期は△28 億 12 百万円)、四半期純利益は 37 億 33 百万

円（前年同期は△45億17百万円）となりました。 

 

なお、当連結会計年度より、収益計上基準において半導体製造装置本体の全て及び設置を伴う計測

機器本体について設置完了基準を適用することとした結果、従来の方法によった場合に比較して、当

第 3四半期連結累計期間の売上高が 8億 34 百万円、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益がそ

れぞれ2億54百万円減少しています。 

  

  当第3四半期連結累計期間のセグメント別概況は以下の通りです。 

  

 ［半導体製造装置部門］ 

   半導体製造装置部門では、スマートフォン（高機能携帯電話）、タブレットＰＣなどの需要増加を

背景に半導体メーカー各社の設備投資が活発化したことから、検査工程向けでは日本、台湾、東南

アジア、米国、組立工程向けでは日本、韓国、東南アジア、中国などでの受注・売上が堅調でした。 

この結果、同部門の受注高は 288 億 40 百万円（前年同期比 98.9％増）、売上は 237 億 5 百万円

（前年同期比106.4％増）、営業利益は25億 49百万円（前年同期は△29億 6百万円）となりました。 

 

 ［計測機器部門］ 

   計測機器部門では、主要ユーザーである自動車関連業界や工作機械業界において、中国等アジア

新興国主体に市況が堅調に推移し設備投資も回復を続ける一方、航空機やエネルギー産業向け、官

公庁や中小企業向けの増強などに注力したことから、受注・売上とも緩やかに回復を続けました。 

この結果、同部門の受注高は 127 億 56 百万円（前年同期比 79.1％増）、売上は 109 億 3 百万円

（前年同期比63.1％増）、営業利益は21億24百万円（前年同期比597.0％増）となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 ① 資産、負債及び純資産の状況 

当第 3四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 51 億 87 百万円増加し、746 億 72 百万

円となりました。増減の主な要因は、現金及び預金の増加 30 億 87 百万円、たな卸資産の増加 22 億

37百万円、受取手形及び売掛金の増加17億70百万円等であります。 

当第 3四半期末における負債は、前連結会計年度末に比べ 14 億 11 百万円増加し、318 億 46 百万円

となりました。増減の主な要因は、支払手形及び買掛金の増加 44 億 62 百万円、長期借入金の減少 34

億4百万円等であります。 

当第 3四半期末における純資産は、前連結会計年度末に比べ 37 億 75 百万円増加し、428 億 25 百万

円となりました。増減の主な要因は、利益剰余金の増加34億47百万円等であります。 

 ② キャッシュ・フローの状況 

当第 3 四半期末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 29 億 73 百万円

増加、連結範囲の変更に伴う増加1億13百万円を加え、151億 14百万円となりました。 

当第 3 四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金は、61 億 56 百万円の増加となりました。これは主に税金等調整前当四半期

純利益 41 億 34 百万円、売上債権の増加 23 億 60 百万円、たな卸資産の増加 22 億 33 百万円、仕入

債務の増加45億80百万円等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金は、8 億 46 百万円の増加となりました。これは主に有形固定資産の売却によ

る収入9億81百万円等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金は、38 億 39 百万円の減少となりました。これは主に長期借入金の返済によ

る支出34億4百万円等によるものです。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の内外経済情勢は、アジアを中心に引き続き堅調に推移するものと思われます。このような状

況の下、当連結会計期間において売上高及び利益が前回予想よりも増加する見込となったことから、

平成22年11月 10日に公表した通期の連結業績予想を以下の通り修正いたします。 

 

通期の連結業績予想                                （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 47,000 5,000 4,000 3,800 92.20円 

今回修正予想（B） 48,000 6,000 5,000 4,800 116.46円 

増減額（B－A）  1,000 1,000 1,000 1,000  

増減率（％） 2.1% 20.0% 25.0% 26.3%  
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２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

       該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

    １.簡便な会計処理 

 ① たな卸資産の評価方法 

当第 3 四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第 2 四半

期連結会計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっており

ます。 

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味

売却価額を見積り、簿価切下げを行なう方法によっております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

する方法によっております。 

③ 繰延税金資産の算定方法 

        繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ 

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度において 

使用した将来の業績予測やタックス･プランニングを利用する方法により算定しております｡ 

 

    ２.四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

     該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

   ① 会計基準等の改正に伴う変更 

   資産除去債務に関する会計基準の適用 

    第 1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成 

20 年 3 月 31 日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第 21

号 平成20年3月31日)を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

  ② ①以外の変更 

    該当事項はありません。 
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３.四半期連結財務諸表

　(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第3四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年 3月31日)

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 15,142 12,055

　　受取手形及び売掛金 17,282 15,511

　　商品及び製品 961 984

　　仕掛品 11,038 9,362

　　原材料及び貯蔵品 2,901 2,317

　　その他 1,632 1,675

　　貸倒引当金 △ 265 △ 202

　　流動資産合計 48,693 41,703

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物（純額） 7,490 7,917

　　　その他（純額） 9,033 9,548

　　　有形固定資産合計 16,524 17,466

　　無形固定資産

　　　のれん 1,580 1,830

　　　その他 474 590

　　　無形固定資産合計 2,055 2,420

　　投資その他の資産

　　　その他 7,415 8,547

　　　貸倒引当金 △ 16 △ 652

　　　投資その他の資産合計 7,398 7,894

　　固定資産合計 25,978 27,782

　資産合計 74,672 69,485
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(単位：百万円)

当第3四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年 3月31日)

負債の部

　流動負債

　　支払手形及び買掛金 12,648 8,185

　　短期借入金 1,300 1,300

　　未払法人税等 314 75

　　引当金 281 339

　　その他 6,249 5,808

　　流動負債合計 20,793 15,709

　固定負債

　　社債 3,000 3,000

　　長期借入金 4,980 8,384

　　退職給付引当金 2,384 2,363

　　役員退職慰労引当金 85 114

　　その他 602 863

　　固定負債合計 11,052 14,725

　負債合計 31,846 30,435

純資産の部

　株主資本

　　資本金 10,209 10,198

　　資本剰余金 21,227 21,216

　　利益剰余金 11,435 7,987

　　自己株式 △ 108 △ 107

　　株主資本合計 42,763 39,294

　評価・換算差額等

　　その他有価証券評価差額金 △ 31 △ 194

　　為替換算調整勘定 △ 33 △ 195

　　評価・換算差額等合計 △ 65 △ 390

　新株予約権 127 146

　純資産合計 42,825 39,050

負債純資産合計 74,672 69,485
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　(2) 四半期連結損益計算書

　　  第3四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間
(自 平成21年 4月 1日

  至 平成21年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成22年 4月 1日

  至 平成22年12月31日)

売上高 18,168 34,608

売上原価 16,573 23,868

売上総利益 1,595 10,740

販売費及び一般管理費

　販売費 2,862 4,031

　一般管理費 1,334 2,035

　販売費及び一般管理費合計 4,196 6,067

営業利益又は営業損失（△） △ 2,601 4,673

営業外収益

　受取利息 9 3

　受取配当金 117 49

　雇用調整助成金収入 133 －

　貸倒引当金戻入額 － 59

　その他 235 78

　営業外収益合計 495 190

営業外費用

　支払利息 351 415

　資金調達費用 275 －

　為替差損 167 705

　その他 64 42

　営業外費用合計 858 1,163

経常利益又は経常損失（△） △ 2,964 3,699

特別利益

　土地売却益 － 872

　新株予約権戻入益 186 0

　事業整理損失引当金戻入額 222 －

　投資有価証券売却益 1 16

　特別利益合計 410 888

特別損失

　投資有価証券評価損 121 453

　減損損失 137 －

　特別損失合計 258 453

税金等調整前四半期純利益
又は税金等調整前四半期純損失（△）

△ 2,812 4,134

法人税、住民税及び事業税 229 364

法人税等調整額 1,475 36

法人税等合計 1,705 401

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,733

四半期純利益又は四半期純損失（△） △ 4,517 3,733
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　(3) 四半期連結キャッシュ･フロー計算書

(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間
(自 平成21年 4月 1日

  至 平成21年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成22年 4月 1日

  至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前四半期純利益
　又は税金等調整前四半期純損失（△）

△ 2,812 4,134

　減価償却費 1,562 1,319

　減損損失 137 －

　のれん償却額 249 249

　株式報酬費用 19 3

　退職給付引当金の増減額（△は減少） △ 1,121 21

　役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 △ 28

　貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 125 △ 572

　事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △ 231 △ 55

　受取利息及び受取配当金 △ 126 △ 52

　支払利息 321 415

　新株予約権戻入益 △ 186 △ 0

　土地売却損益（△は益） － △ 872

　投資有価証券評価損益（△は益） 121 453

　売上債権の増減額（△は増加） 1,179 △ 2,360

　たな卸資産の増減額（△は増加） 2,983 △ 2,233

　仕入債務の増減額（△は減少） 603 4,580

　その他 △ 1,626 1,380

　小計 953 6,383

　利息及び配当金の受取額 52 52

　利息の支払額 △ 361 △ 390

　法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △ 235 111

　営業活動によるキャッシュ・フロー 409 6,156

投資活動によるキャッシュ・フロー

　定期預金の預入による支出 △ 11 △ 11

　定期預金の払戻による収入 11 11

　有形固定資産の取得による支出 △ 109 △ 135

　有形固定資産の売却による収入 264 981

　無形固定資産の取得による支出 △ 3 △ 70

　投資有価証券の取得による支出 △ 1 △ 1

　投資有価証券の売却による収入 66 134

　子会社株式の取得による支出 － △ 14

　貸付けによる支出 △ 17 △ 41

　貸付金の回収による収入 4 2

　その他 △ 0 △ 8

　投資活動によるキャッシュ・フロー 203 846
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(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間
(自 平成21年 4月 1日

  至 平成21年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成22年 4月 1日

  至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増減額（△は減少） △ 8,304 －

　長期借入れによる収入 1,000 －

　長期借入金の返済による支出 △ 4,715 △ 3,404

　社債の発行による収入 3,000 －

　株式の発行による収入 999 －

　リース債務の返済による支出 △ 275 △ 229

　配当金の支払額 － △ 206

　その他 △ 0 △ 0

　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 8,295 △ 3,839

現金及び現金同等物に係る換算差額 17 △ 188

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 7,664 2,973

現金及び現金同等物の期首残高 17,586 12,027

連結の範囲の変更に伴う
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）

－ 113

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,921 15,114
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（4） 継続企業の前提に関する注記

該当事項ありません｡

（5） セグメント情報

[事業の種類別セグメント情報]

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年 4月 1日   至 平成21年12月31日）

半導体製造
装置関連事業

（百万円）

計測機器
関連事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

   売上高及び営業損益

売上高

（1） 外部顧客に対する売上高 11,485 6,683 18,168 － 18,168

（2） セグメント間の内部売上高
       又は振替高

－ － － （－） －

計 11,485 6,683 18,168 （－） 18,168

営業利益（又は営業損失（△）） △ 2,906 304 △ 2,601 － △ 2,601

（注） 1  当社の事業区分は製品の種類･性質及び販売市場等の類似性を考慮して行っております｡

        2  各事業区分の主要製品

（1）半導体製造装置関連事業 …  ウェーハプロービングマシン､ ウェーハダイシングマシン､  ポリッシュ･グラインダー､

 ウェーハマニュファクチャリングマシン､  ＣＭＰ装置

（2）計測機器関連事業 …………   三次元座標測定機､  真円度･円柱形状測定機､  表面粗さ･輪郭形状測定機､ 

 マシンコントロールゲージ､  電気マイクロメータ､  各種自動測定･選別･組立機

[所在地別セグメント情報]

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年 4月 1日   至 平成21年12月31日）

日本
（百万円）

米国
（百万円）

ドイツ
（百万円）

韓国
（百万円）

計
（百万円）

消去
又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

   売上高及び営業損益

売上高

（1） 外部顧客に対する売上高 16,342 997 568 260 18,168 － 18,168

（2） セグメント間の内部売上高
       又は振替高

1,007 － － 158 1,166 (1,166) －

計 17,349 997 568 419 19,334 (1,166) 18,168

営業利益（又は営業損失（△）） △ 2,523 △ 93 11 3 △ 2,601 － △ 2,601

（注）  国別の区分の方法

         国別の区分の方法は事業活動の地域的独立性に基づいて決定しております｡

[海外売上高]

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年 4月 1日   至 平成21年12月31日）

東アジア 東南アジア 北米 ヨーロッパ その他地域 計

Ⅰ 海外売上高 （百万円） 6,862 1,660 993 609 162 10,288

Ⅱ 連結売上高 （百万円） － － － － － 18,168

Ⅲ 連結売上高に占める
     海外売上高の割合（％）

37.8 9.1 5.5 3.3 0.9 56.6

 （注） 1  海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります｡

         2  国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

（1）国又は地域の区分の方法は地理的近接度によっております｡

（2）各区分に属する主な国又は地域

東アジア…………   韓国､ 台湾､ 中国

東南アジア………    タイ､ シンガポール､マレーシア､フィリピン 

北米  ……………  米国､ カナダ

ヨーロッパ ………   ドイツ､ 英国､ イタリア

その他の地域  …   インド､ ブラジル

10



㈱東京精密(7729) 平成23年3月期　第3四半期決算短信

[セグメント情報]

① 報告セグメントの概要

  当社の報告セグメントは､当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり､取締役会が経営資源の配分の決定

及び業績を評価するために､定期的に検討を行う対象となっているものであります｡

  当社では､半導体社及び計測社の社内カンパニーそれぞれがその取り扱う製品･サービスについて国内及び海外の包括的な

戦略を立案し､事業活動を展開しております｡

  従って､当社は社内カンパニーを基礎とした製品･サービス別のセグメントから構成されており､「半導体製造装置」及び「計測

機器」の２つを報告セグメントとしております｡

  「半導体製造装置」は､半導体製造工程で使用される加工･検査装置を製造販売し､「計測機器」は三次元座標測定機､表面

粗さ･輪郭形状測定機等の精密測定機器類を製造販売しております｡

② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年 4月 1日   至 平成22年12月31日）

（単位 ： 百万円）

③ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整

に関する事項）

セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております｡

④ 報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項ありません｡

⑤ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項ありません｡

（追加情報）

  第1四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年 3月27日）及び  

「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年 3月21日）を適用して

おります｡

（6） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項ありません｡

計

セグメント利益

半導体製造装置 計測機器

売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部売上高
又は振替高

計

2,549 2,124 4,673

報告セグメント
合計

23,705 10,903 34,608 34,608

－

34,608

－

4,673

23,705

－

10,903

－

34,608
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4. 補足情報

生産､受注及び販売の状況

（1） 生産実績 (単位：百万円)

（ 自 平成 21 年 4 月 1 日 （ 自 平成 22 年 4 月 1 日
至 平成 21 年 12 月 31 日 ） 至 平成 22 年 12 月 31 日 ）

半導体製造装置

計測機器

合計

 （注） 1  上記生産実績は販売価額による｡

         2  上記金額には消費税等は含まれていない｡

（2） 受注実績 (単位：百万円)

（ 自 平成 21 年 4 月 1 日 （ 自 平成 22 年 4 月 1 日
至 平成 21 年 12 月 31 日 ） 至 平成 22 年 12 月 31 日 ）

半導体製造装置

計測機器

合計

 （注）  上記金額には消費税等は含まれていない｡

（3） 販売実績 (単位：百万円)

（ 自 平成 21 年 4 月 1 日 （ 自 平成 22 年 4 月 1 日
至 平成 21 年 12 月 31 日 ） 至 平成 22 年 12 月 31 日 ）

半導体製造装置

計測機器

合計

 （注）  上記金額には消費税等は含まれていない｡

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

セグメントの名称

受注高 受注残高受注高 受注残高

11,485 23,705

21,622

7,633

2,229

9,863

14,501

7,120 3,716

14,520

9,315

6,342

15,657

23,920

10,956

34,877

28,840

12,756

セグメントの名称

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

41,596

10,803

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

6,683 10,903

18,168 34,608
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